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研究成果の概要 

2024 年度は、提案の効率的な遂行のための足場がために注力した。考古遺跡や古生物化石の管理者と

直接話し合う場を設け、可能であれば発掘調査にも参加した。東南アジアで出土している重要な化石に

ついてパレオーム分析を実施することを念頭において、現地の大学や博物館を訪れ、カウンターパート

と共同研究について相談し、予備的なサンプリングを実施した。特に国立台湾大学の研究者とは、古生

物化石のパレオーム分析に関わる共同研究を進めていくことに合意し、大学院生の共同指導を計画し

ている。先方の大学院生が 2月に短期訪問して化石の古代プロテオミクスを実施した。これに先立って

同遺跡の化石資料も予備的に分析をしており、タンパク質の残存状況が比較的良好であることを確か

めている。日本国内の資料についてもカウンターパートとともに収蔵機関を訪れ、共同研究の承諾を得

るとともに予備的なサンプリングを実施し、分析を進めていくこととなった。保存状態の悪い試料につ

いて効率的に古代分子を抽出できる方法について開発を進めた。 

プレスクリーニングのための分析系の確立については、東京科学大学の共同利用設備を利用して検討

を開始している。関連する研究成果として、古代プロテオミクスによる化石人類進化研究の関連論文 1

報が 2025年 4月に公開された。また、古代プロテオミクス分野の適正な発展のための白書を作成する

国際プロジェクトに関わり、執筆に関わっている。 

その一方で、購入を予定していたデータ解析用のワークステーションについては部品の調達が間に合

わないとのことで、2024年度中の購入ができなかった。これについては 2025年度の早い段階で購入に

移る。また、博士研究員についても 2024年度中に雇用を開始することができなかった。プレスクリー

ニングのための分析系についても立ち上げが難航しており、抜本的な対策を取る必要がある。 
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